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行方不明者の早期発見マニュアルを策定
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困
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き
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な
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ま
た
、
認
知
症
の
人
は
、
住
む
環
境

が
変
化
す
れ
ば
症
状
が
進
行
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で

認
知
症
の
人
が
生
活
す
る
に
は
、
周
り

に
多
く
の
応
援
者(

サ
ポ
ー
タ
ー
）
が

地
域
の
皆
さ
ん
で

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に

自
分
の
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

認
知
症
の
理
解
を
深
め
、
地
域
で
で

き
る
こ
と
を
考
え
て
も
ら
う
た
め
、「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
講
座
で
は
、
認
知
症
の

症
状
や
認
知
症
の
人
と
接
す
る
時
の
心

構
え
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま

す
（
90
分
程
度
）。
講
座
を
受
け
る
と
、

サ
ポ
ー
タ
ー
の
証あ

か

し
で
あ
る
「
オ
レ
ン

ジ
リ
ン
グ
」
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
、
各
種
団
体
な
ど
の
依
頼
に

よ
り
講
座
を
開
催
し
、
市
内
で
は
、
現

在
２
１
５
２
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
い
ま

す
。
受
講
希
望
の
団
体
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
や
各
地
域
の
ま
ち
の
保

健
室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
で
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認
知
症
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て
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み
慣
れ
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と
こ
ろ
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
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ま

市
で
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知
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ら
せ
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ま
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を
目
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し
て
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ま
す
。
認
知
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す
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を
深
め
、
認
知
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や
そ
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を
目
指
し
て
い
ま
す
。
認
知
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に
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す
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深
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認
知
症
の
人
や
そ
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家
族
を
温
か
い
目
で
見
守
る
応
援
者
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
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」
に
あ
な
た
も
な
り

家
族
を
温
か
い
目
で
見
守
る
応
援
者
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
に
あ
な
た
も
な
り

ま
せ
ん
か
。

ま
せ
ん
か
。

　

も
し
も
、
自
分
が
認
知
症
に
な
っ

て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
で
あ

り
た
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
た
ら
、

地
域
で
さ
り
げ
な
い
見
守
り
を
す
る
、

優
し
く
声
を
か
け
る
、
友
人
や
家
族

に
学
ん
だ
知
識
を
伝
え
る
な
ど
、
自

分
の
で
き
る
範
囲
で
活
動
し
て
く
だ

さ
い
。
地
域
の
環
境
が
整
え
ば
、
認

知
症
の
人
の
不
安
は
一
つ
解
消
さ
れ

る
の
で
す
。
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
腕

に
付
け
て
、
皆
さ
ん
も
、
で
き
る
こ

と
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

●各地域まちの保健室　詳しくは８ページに掲載
●地域包括支援センター ( 市役所1階    63‐7833 ）
●医療機関　※まずはかかりつけ医にご相談を

●三重県認知症コールセンター（平日）
　  059‐235‐4165 午前9時30分～午後5時30分
●認知症の人と家族の会（平日）
　  0120‐294‐456　午前10時～午後3時　
●介護支え合い電話相談センター（平日）
　社会福祉法人浴風会　  0120‐070‐608　
　　午前10時～午後3時

●三重大学医学部付属病院  （月・水のみ）
    059‐231‐6029　午前10時～午後3時30分
●県立こころの医療センター （平日）
    059‐235‐2125　午前8時30分～午後4時                                      

■ 地域ＳＯＳシステムの捜索体制

地 域

行 政 消 防

警察

連携した
　　捜索体制

オ
レン
ジリングで

オ
レン
ジリングで

つ
ながる支援
つ
ながる支援

郵便局などの連携機関

認知症サポーターに認知症サポーターに

▼「広報なばり」は新聞折り込みで配付しています。また、公民館や図書館などの公共施設、郵便局、スーパーおよびコンビニ（協力店）などに置いてあります。そのほかの入手方法は、
広報対話室（ 63‐7402）へお問い合せください。　▼「広報なばり」の発行と主な内容を電子メールでお知らせします。詳しくは市のホームページをご覧ください。

必
要
で
す
。「
認
知
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、
何
か
特
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な
こ
と
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の
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なりませんかなりませんか

認知症疾患医療センターの電話相談

認知症の相談窓口
地域の相談窓口 　市内で認知症の高齢者などが行方不明にな

る事案が増えています。
　万が一、高齢者が行方不明になり公開捜索
が必要になったときなどに、地域の人々や関

係機関が連携して、早期発見・保護につなげ
ていくことを目的とした地域ＳＯＳシステム
「高齢者など行方不明者早期発見マニュアル」
を策定しました。

電話で相談したいときは

マニュアルをもとに、地域主体
の ｢ 地域ＳＯＳ本部」を設置。
関係機関が素早く対応します。

 危機管理室　  63‐7271   
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国津の杜
も り

の行事
 はぐくみ工房あららぎ    62‐6920

コーンスターチ粘土教室 
透明感のある色付き粘土でバラのメモスタン

　　ドを作りましょう。
日時　9月25日火  午前9時30分～正午
講師　武田 裕子さん
参加費　1,000円　　定員　10人

 陶芸教室 ロクロを使って食器を作りましょう。
日時　9月27日木 午前9時30分～正午
講師　角

かくたに

谷 英
えいめい

明さん
参加費　2,800円　　定員　12人

◇　◇　◇
申込　9月10日月から18日火までに電話で問
い合わせ先へ※先着順。参加者が少ない場
合は中止。参加費には材料費を含みます。

危険物取扱者試験（後期）
を実施

試験日/受験地
<甲種>　▼11月11日日/松阪市　 ▼11月18
日日／津市

<乙種第4類>　▼11月11日日/桑名市、四日
市市、鈴鹿市、津市、松阪市、伊賀市、熊
野市　▼11月17日土/四日市市、尾鷲市　
▼11月18日日/四日市市、鈴鹿市、津市、
伊勢市、名張市

<乙種のうち第4類以外>　▼11月11日日/松
阪市　▼11月18日日/津市

<丙種>　▼11月11日日/桑名市、津市、松阪
市、伊賀市、熊野市　▼11月17日土/尾鷲
市　▼11月18日日/四日市市、鈴鹿市、伊
勢市、名張市

願書受付　㈶消防試験研究センター三重県支
部　▼電子申請（㈶消防試験研究センター
ホームページから） 9月10日月～21日金

▼書面申請 9月13日木～24日月（願書配布場
所…消防本部予防室、名張消防署、桔梗が丘
分署、つつじが丘出張所）

乙種第4類受験者対象「予備講習会」
日時　10月18日木 午前9時～午後5時
場所　武道交流館いきいき(蔵持町里)
申込　9月10日月から10月17日水までに
（土・日曜日、祝日を除く午前8時30分～
午後5時15分）消防本部予防室へ

定員　70人 ※先着順　◎テキスト代など詳
しくは、消防本部予防室へ

 消防本部予防室　  63‐1412

老後の財産管理・生活支援など
成年後見無料相談会

　財産管理などに関する成年後見制度の利用
について、面談（予約不要）か、電話（059‐
224‐5401／当日のみ）で相談に応じます。
日時　9月22日▢祝 　　午前10時～午後4時
場所　三重県司法書士会館（津市）
 三重県司法書士会　  059‐224‐5171

消費行政講演会  「これからを生
き抜くためのお金のはなし！」

　テレビでお馴染みの、
住田裕子弁護士を講師に
迎え、大切なお金の話に
ついて、分かりやすくお
話していただきます。
日時　12月2日日　
　午後1時15分～3時15分
場所　市防災センター（鴻之台1）
定員　200人 　申込　9月10日月から電話、
ファクス（63‐2373）などで問い合わせ先
へ　◎参加無料、先着順
 総合窓口センター　  63‐7416

第
3
回 
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Ｏ
Ａ
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０
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不
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と
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康
を
考
え
る
会
（
中
嶋
）　
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広報なばり
メールサポーター
アンケートより…

　8‐4号掲載「市民広報特派員リポート」について　　▼長い間名張に住んでいますが、あまり地元の魅力を知りませんでした。
　　▼美旗の古墳には行ったことがなく、是非散策してみたい。　▼市内には多くの文化遺産があるので、他の地区も紹介して欲しい。

日時　9月22日▢祝  午前9時～午後2時
場所　赤目四十八滝キャンプ場
講師　関根 秀樹さん（和光大学非常勤講師）、
民族楽器作りや火遊び達人を養成するワー
クショップ主宰

対象　小学生以上（30人）　参加費　1,000円
持ち物　小刀、のこぎり、ご飯、お皿、スプーン
申込　9月15日土までに電話またはファクスで
問い合わせ先へ

 しぜん・ふしぎ・ワンダーランド（福田）
　  　68‐3642

9月21日金～30日日
秋の全国交通安全運動

運動の重点運動の重点
①夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の
交通事故防止（特に、反射材用品等の着用
の推進および自転車前照灯の点灯の徹底）

②全ての座席のシートベルトとチャイルド
シートの正しい着用の徹底

③飲酒運転の根絶

■ 9月30日日は
　 交通事故死ゼロを目指す日
　市内では、7月31日現在、交通事故で2人
の尊い命が失われています。ハンドルを握る
皆さんはもちろん、自転車や歩行者の皆さん
も、交通安全の推進に取り組んでください。

■ 交通安全フェスタなばり2012
　ローカルヒーローショーやシートベルト体
験車による体験、事故写真パネル展示、子ど

も免許証の発行、交通
安全教育車による模擬運
転、白バイ・パトカーの
展示など
日時  9月23日日　

   　　午前10時～午後3時
場所  イオン名張店（元町）

 都市計画室　  63‐7749

全国瞬時警報システム（J
ジェイ

‐A
ア ラ ー ト

LERT)
による試験放送などを実施

　緊急情報を瞬時に伝達する全国瞬時警報シ
ステム（J‐ALERT)の試験放送が全国一斉に
行われることに合わせて、「 FMなばり」およ
び「防災ほっとメール」を使った試験放送な
どを実施します。
日時　9月12日水 午前10時頃と午前10時30分頃
内容　「これは試験放送です」との内容を音声
または文章で伝達します。

※ 災害発生や気象状況などにより中止の場合あり

 危機管理室　  63‐7271

平成23年度一般会計等決算審査意見書・
健全化判断比率等審査意見書を公表中

　市役所3階監査委員事務局で閲覧いただく
か、市ホームページをご覧ください。
 監査委員事務局　  63‐7838　　　　

原子力より原始力
火おこし原始力体験　参加者募集

体育・健康フェスタ 2012を
開催します

　10月8日▢祝 に総合体育館周辺（夏見）で恒
例の体育・健康フェスタを開催します。

催し催し
 旧細川邸 やなせ宿   62‐7760　 月曜休館

なせ宿なせ宿

第2回やなせ宿苔玉教室
日時　9月22日▢祝  午前10時～正午
講師　小谷 勉さん、名張山草愛好会の皆さん
参加費　300円　　材料費　500円程度
定員　20人　※先着順。汚れてもよい服装で
ご参加ください。

申込　9月17日▢祝 午後5時までに、電話など
でやなせ宿へ

☆ ノルディック・ウォーキング参加者募集
　専用ポールを持って歩く新しい健康法とし
て大好評の企画です。
時間　▼午前10時30分～正午　
　　　 ▼午後1時～2時30分
　（雨天の場合は屋内で体験）
定員　▼Ａコース/経験者30人
  ▼Ｂコース/未経験者50人
  ▼Ｃコース/ジュニア（3歳～
小学生）20人　※経験の有無は自己申告

申込　9月28日金までに市総合体育館に備え付
けの申込書を提出。◎参加無料、先着順

☆ サブタイトル募集　
 「体育・健康フェスタ2012」のサブタイト
ルを募集します。今年は「体の健康」「心の
健康」をテーマにして開催します。
応募　9月28日金（当日消印有効）までに、
はがき（〒518‐0492鴻之台1‐1）か電
子メール（shiminsports@city.nabari.
mie.jp)にサブタイトル、住所、氏名、性
別、年齢、電話番号を記入のうえ、ご応募
ください。実行委員会で選考し、当日の式
典で発表。採用者には地元特産品を贈呈し
ます。
 市民スポーツ室　  63‐7100

介護予防支援や保健福祉相談を行う
「まちの保健室」の職員を募集

募集職種（資格）　保健師、看護師、社会福祉　
　士、介護支援専門員、介護福祉士、社会福祉主事
給料　月額20万円　　募集人数　1人
応募期限　9月21日金（必着）
◎応募方法など詳しくは、問い合わせ先へ
 地域包括支援センター　  63‐7833
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ご
注
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ガ
ラ
ス
食
器
（
コ
ッ
プ
な
ど
）、
ガ
ラ
ス
製
の
花
び
ん
は
「
燃
や
さ
な
い
ご
み
」
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

平成24年10月平成24年10月
 ～平成25年3月 ～平成25年3月

●①買い換えの場合
　②過去に買った店がわかる場合　
　③指定引取場所へ持込みの場合は、リサイクル券が必要。特定家庭用機器搬送券は不要。
　　　　　　　　　㈱タカミ（伊賀市西明寺2301番地  24‐4141）
　　　　　　　　　日通津運輸㈱ 上野取扱所（伊賀市東條145番地2  23‐6311）
●①②③以外の場合の収集申込みとお問い合わせは、伊賀南部粗大ごみ受付センター　
（  64‐8700）へ　※クリーンセンターや中継所への持込みの場合は、リサイク
ル券と特定家庭用機器搬送券（1台2,000円）が必要となります。

◎リサイクル券は、郵便局設置の専用振込票でリサイクル料金を振込んでご購入ください。
※分解しても対象になります。

小売店に引取りを依頼してください。
（料金は小売店へお問い合わせください。）

指定引取場所

 家電リサイクル券センター（ 0120‐319640）

家電リサイクル法  対象電化製品
テレビ、エアコン、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機

〔　　　 　　　　 　　　〕

資源　収集日は地域ごとに異なるので、収集日をご確認ください。資源は資源ステーションにお出しください

※
雨
の
日
は
、
な
る
べ
く
紙
類
が
濡
れ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

新
聞
紙

雑
誌
・
ざ
つ
紙

段
ボ
ー
ル

折込みチラシも含む
●片手で持てる重さ
にまとめ、ひもで十
字に結ぶ。

●片手で持てる重さにまとめ、ひもで十字に結ぶ。
●袋出しはしないでください。
●シュレッダー処理された紙類は「燃やすごみ」へ

●洗濯をし、濡らさないようにして透明または半透明の袋に入れて出す。
●カーテン、毛布、布団は「燃やさないごみ」（袋に入らなければ「粗大ごみ」）へ
●コートは「燃やさないごみ」、ジャンパーは「燃やすごみ」です。
●リサイクルショップなどもご利用ください。

●洗って乾かしてから平たく切り開き、ひもで十字に結ぶ。
●酒パックや小型ジュースパックの内部にアルミ製の材質
が使用されているものは、「燃やすごみ」へ

●スーパーマーケットなどの資源回収ボックスもご利用く
ださい。

雑誌、古本、通販カタログ、封筒、包装紙、紙袋、
紙箱、事務用紙、ノート、はがき、ポスターなど

紙
類・繊
維
類

●間に波形の紙が入っている
ものだけ選び、折りたたん
で、ひもで十字に結ぶ。ガ
ムテープや発泡スチロー
ル、金属類を取り除く。

繊
維
類

古布（シーツ・タオル・ハンカチ）、古着類（スーツ、セーター、
スカート、シャツ、ズボンなど。チャック・ボタン付きも可）

紙
パ
ッ
ク

（
月
１
回
収
集
）

び
ん
類
・
缶
類
・
ス
プ
レ
ー
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

白
色
食
品
ト
レ
イ

（
月
１
回
収
集
）

びん類（透明・茶色・その他の色）

白色食品トレイ ●色付きや絵柄付きトレイは混ぜな
いで「容器包装プラスチック」へ
（一部のスーパーマーケットでは、
色付きや絵柄付きトレイの回収を
行っています）

●水できれいに洗って、乾かしてか
らお出しください。

●中身はサッと水洗いする。
●アルミ缶とスチール缶は「缶類」のかごにお出しください。
●缶の金属キャップやふたは「燃やさないごみ」へ

色付きや柄付きを
混ぜない

水できれいに洗う水できれいに洗う

色付きや絵柄付きを
混ぜない

●びんは、色別に「透明」、「茶色」、「その他の色」のカゴに入
れてください。
●中身はサッと水洗いする。
●ビールびん、一升びんはできるだけ販売店に引き取ってもらう。
●びんのキャップは取り除く（金属キャップは「燃やさないごみ」
へ、プラスチックキャップは「容器包装プラスチック」へ）。
●乳白色の化粧品用びん、ガラス食器 ( コップなど ) や割れた
びんは「燃やさないごみ」へ

●火災事故防止のため、スプレー缶・カセットボン
ベは使い切った後、穴をあけ、ガスを抜いてから
資源収集日の「スプレー缶」のかごへ出す。

飲食物など口にできるものが入っていた
びんと化粧品用のびんが対象です。

キ
ャ
ッ
プ
は

取
り
除
く

キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル

を
取
り
除
く

この
マークが
目印です。

ペットボトルペットボトル

缶類（アルミ缶、スチール缶）

中
を
洗
う

●ラベルに　　と表示があるペットボトル ( 清
涼飲料、乳飲料、酒類、しょうゆ加工品、み
りん風調味料、食酢、調味酢、ドレッシング
タイプ調味料など）をお出しいただけます。
●キャップとラベルは取り除き、「容器包装プ
ラスチック」へ
●公民館や市民センター、スーパーマーケット
の資源回収ボックスもご利用ください。

穴
を
あ
け
る

～～～～～～～～～～～～～～～～～～

スプレー缶（カセットボンベ含む）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～

廃
食
油
／
体
温
計
・
温
度
計
・
蛍
光
管
・
電
球

（
３
ヵ
月
に
１
回
収
集
）

（12・3月に収集）
廃食油 体温計・温度計・蛍光管・電球 乾電池・金属類

●割らずにそのまま出す。体温
計・温度計は水銀で表示する
ものに限る。※アルコール温
度計・デジタル表示体温計は
「燃やさないごみ」へ

●体温計・温度計・蛍光管・電球は、一緒に
1つのかごに出す。
※割れないように購入時の箱に入れて出し
てもかまいません。

●乾電池・金属類は、それぞれ品目ごとのかごに出す。
●小型の商品化された金属製のものが対象であり、
大きいものは「粗大ごみ」へ
●乾電池類は分解しないでそのままお出しください。

●廃食油専用のポリ容器
に出す。
●ステーショ
ン付近を汚
さないよう、
こぼさず丁
寧に投入す
る。

携帯電話
バッテリー

ボタン電池

ホーロー製を含むホーロー製を含むトースター
針金ハンガー

（10・1月に収集） （11・2月に収集）

乾電池

●資源ステーションへ設置するライ
ター専用回収容器に排出ください。
●使い切ったライターのみ回収
●ガスが抜けない場合は、伊賀南部

クリーンセンターまたは市
役所まで持ち込みくださ
い。
※ライター以外は入れない 
   でください

／
乾
電
池
・
金
属
類

ラ
イ
タ
ー

電子メールで収集日をお知らせします！

（
月
１
回
収
集
）

メールマガジンで収集日をお知らせします。
詳しくは、市 HP で。左のQRコードを携帯
電話で読み取って登録することもできます。



資源
廃食油
ライター

桜ケ丘・平尾・栄町・
希央台 4・5番町 11 9 10 15 12 12

12 12 11 16 13 13

1 1 7 4 4

2 2 3 8 5 5

5 7 6 11 8 8

5 7 6 11 8 8

丸之内・中町・上本町・柳原町・
鍛冶町・本町・新町・豊後町・
木屋町・元町・榊町

桔梗が丘１・２・３番町

桔梗が丘５番町

桔梗が丘南

富貴ケ丘

紙
・

繊維類

紙
・

繊維類

紙
・
繊維類

紙
・
繊維類

紙
・
繊維類

紙
・

繊維類

紙
・

繊維類

紙
・

繊維類

紙
・

繊維類

資源
廃食油
ライター

紙
・
繊維類

紙
・
繊維類

資源
金属類
乾電池
ライター

資源
蛍光管
電球
体温計
温度計
ライター

資源
金属類
乾電池
ライター

資源
蛍光管
電球
体温計
温度計
ライター

紙
・

繊維類

10月

資源ステーション
に出すもの

地　区　名

収
集
日

ごみ集積所
に出すもの

11月 12月 1月 2月 3月

資源＝びん・缶類、スプレー缶、ペットボトル、白色食品トレイ
紙・繊維類＝新聞、雑誌・ざつ紙、ダンボール、紙パック、繊維類

燃
や
さ
な
い
ご
み

燃
や
す
ご
み

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

※
指
定
ご
み
袋
で
出
す

※
指
定
ご
み
袋
で
出
す

※
透
明
ま
た
は
半
透
明
の
45
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
袋
で
出
す

毎
週
火
曜
日

毎
月
第
2・4
水
曜
日

１
月
の
み
第
3・5
水
曜
日

毎
月
第
2・4
水
曜
日

１
月
の
み
第
3・5
水
曜
日

毎
週
月
曜
日・
木
曜
日

資源
廃食油
ライター

すずらん台・上長瀬・長瀬

瀬古口・箕曲中村・中知山・
青蓮寺・南百合が丘

24 21 20 25 22 22

10 8 7 14 11 11

18 15 14 21 18 18

29 26 26 30 26 27

17 14 13 18 15 15

18 15 14 21 18 18

3 5 4 9 6 6

1010 8 13 16 13 13

11 9 14 15 15 12

31 29 28 31 28 29

12 14 11 10 7 7

12 14 11 10 7 7

3 1 4 8 5 5

19 16 21 22 20 19

18 15 20 18 22 15

5 7 6 11 8 8

30 30 27 28 25 28

4 6 5 9 6 6

5 7 6 11 8 8

2 2 7 7 1 1

8 13 16 13 13

11 9 14 15 15 12

31 29 28 31 28 29

12 14 11 10 7 7

12 14 11 10 7 7

3 1 4 8 5 5

19 16 21 22 20 19

18 15 20 18 22 15

5 7 6 11 8 8

30 30 27 28 25 28

4 6 5 9 6 6

5 7 6 11 8 8

2 2 7 7 1 1

夏見・赤坂・中川原・
希央台 3番町

百合が丘

丈六・相楽・一ノ井

吉原・神屋・百々・
羽根・奈垣・布生

新川・檀・星川・柏原・長坂・
すみれが丘・赤目が丘

紙
・

繊維類

紙
・

繊維類

紙
・

繊維類

紙
・
繊維類

紙
・
繊維類

紙
・

繊維類

紙
・

繊維類

紙
・

繊維類

紙
・

繊維類

資源
廃食油
ライター

紙
・
繊維類

紙
・
繊維類

資源
金属類
乾電池
ライター

資源
蛍光管
電球
体温計
温度計
ライター

資源
金属類
乾電池
ライター

資源
蛍光管
電球
体温計
温度計
ライター

紙
・

繊維類

10月

資源ステーション
に出すもの

地　区　名

収
集
日

ごみ集積所
に出すもの

11月 12月 1月 2月 3月

資源＝びん・缶類、スプレー缶、ペットボトル、白色食品トレイ
紙・繊維類＝新聞、雑誌・ざつ紙、ダンボール、紙パック、繊維類

燃
や
さ
な
い
ご
み

燃
や
す
ご
み

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

※
指
定
ご
み
袋
で
出
す

※
指
定
ご
み
袋
で
出
す

☆
年
末
は
12
月
27
日
木
ま
で

　
年
始
は
1
月
7
日
月
か
ら

12
月
30
日
日
に
特
別
収
集
し
ま
す

☆
年
末
は
12
月
27
日
木
ま
で

　
年
始
は
1
月
7
日
月
か
ら

12
月
30
日
日
に
特
別
収
集
し
ま
す

☆
年
始
は
1
月
8
日
火
か
ら

☆
年
始
は
1
月
4
日
金
か
ら

※
透
明
ま
た
は
半
透
明
の
45
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
袋
で
出
す

毎
週
金
曜
日

毎
週
月
曜
日・
木
曜
日

A地
区

C地
区

10/10・24
11/14・28
12/12・26
  1/16・30
  2/13・27
  3/13・27

10/10・24
11/14・28
12/12・26
  1/16・30
  2/13・27
  3/13・27

11  
    30

保
存
版
ごみ収集日程表
●ごみや資源は収集当日に出してください（午前8時30分まで）。※祝日の場合も収集を行います。
●各集積所の管理は、それぞれの地区でお願いします。　　　　　　　  伊賀南部環境衛生組合業務室   53‐1120㈹

必ずお住まいの地区名と
収集日をご確認ください。!平成24年10月～平成25年3月

2012 年（平成 24年）9月 9日日　4★抜き取ってご使用ください。

◎
平
成
25
年
4
月
以
降
の
ご
み
収
集
日
程
表
は
、
3
月
発
行
の
「
広
報
な
ば
り
」
に
掲
載
し
ま
す
。



資源
廃食油
ライター

桔梗が丘 4番町 1 1 7 4 4
2 2 3 8 5 5
3 5 4 9 6 6
4 6 5 10 7 7
10 8 7 14 11 11
30 28

29

27 31 28 28

31 28 29

つつじが丘南

桔梗が丘 6・7・8番町

春日丘

つつじが丘北

美旗中・池の台・南西原

新田・エクセル美旗・美旗中村・
東田原・若草区・松陽台・うぐい
す台・わかば区・上小波田・下小
波田・西原町・南古山・藤が丘・
グリーンハイツ

紙
・

繊維類

紙
・

繊維類

紙
・
繊維類

紙
・
繊維類

紙
・

繊維類

紙
・
繊維類

紙
・

繊維類

紙
・

繊維類

紙
・

繊維類

資源
廃食油
ライター

紙
・
繊維類

紙
・

繊維類

資源
金属類
乾電池
ライター

資源
蛍光管
電球
体温計
温度計
ライター

資源
金属類
乾電池
ライター

資源
蛍光管
電球
体温計
温度計
ライター

紙
・
繊維類

資源ステーション
に出すものB

地　区　名

収
集
日

地
区

D地
区

ごみ集積所
に出すもの

資源＝びん・缶類、スプレー缶、ペットボトル、白色食品トレイ
紙・繊維類＝新聞、雑誌・ざつ紙、ダンボール、紙パック、繊維類

燃
や
さ
な
い
ご
み

燃
や
す
ご
み

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

※
指
定
ご
み
袋
で
出
す

※
指
定
ご
み
袋
で
出
す

※
透
明
ま
た
は
半
透
明
の
45
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
袋
で
出
す

毎
週
月
曜
日

毎
週
火
曜
日・
金
曜
日

資源
廃食油
ライター

上八町・東町 11 9 10 15 12 12
12 12 11 16 13 13
5 7 6 11 8 8
25 22 21 28 25 25
22 19 18 23 20 20
19 16 17 22 19 19
10 8 7 14 11 11
24 21 20 25 22 22
17 14 13 18 15 15

31 29 28 31 28 29
25 28 26 25 25 27
2 2 7 7 1 1
2 2 7 7 1 1
3 1 4 8 5 5
5 7 6 11 8 8

4 6 5 9 6 6

10 8 13 16 13 13
11 9 14 15 15 12
17 14 12 17 14 14

30 30 27 26 28
18 15 20 18 22 15
24 21 18 23 18 22
3 1 4 8 5 5
19 16 21 22 20 1919
12 13 11 10 7 7

31 29 28 31 28 29
25 28 26 25 25 27
2 2 7 7 1 1
2 2 7 7 1 1
3 1 4 8 5 5
5 7 6 11 8 8

4 6 5 9 6 6

10 8 13 16 13 13
11 9 14 15 15 12
17 14 12 17 14 14

30 30 27 26 28
18 15 20 18 22 15
24 21 18 23 18 22
3 1 4 8 5 5
19 16 21 22 20
12 13 11 10 7 7

里・原出・芝出・大屋戸・松原町・
夏秋・短野・下三谷・緑が丘

下比奈知・上比奈知
滝之原
黒田・結馬・井手・坂之下・谷出・
小屋出・鹿高・矢川・上三谷・
竜口・四季が丘

南町・松崎町・朝日町
鴻之台・希央台1・2番町
桔梗が丘西・さつき台・薦生・
八幡・西田原・鵜山・家野・葛尾

梅が丘

紙
・

繊維類

紙
・

繊維類

紙
・
繊維類

紙
・
繊維類

紙
・

繊維類

紙
・
繊維類

紙
・

繊維類

紙
・

繊維類

紙
・

繊維類

資源
廃食油
ライター

紙
・
繊維類

紙
・

繊維類

資源
金属類
乾電池
ライター

資源
蛍光管
電球
体温計
温度計
ライター

資源
金属類
乾電池
ライター

資源
蛍光管
電球
体温計
温度計
ライター

紙
・
繊維類

資源ステーション
に出すもの

地　区　名

収
集
日

ごみ集積所
に出すもの

資源＝びん・缶類、スプレー缶、ペットボトル、白色食品トレイ
紙・繊維類＝新聞、雑誌・ざつ紙、ダンボール、紙パック、繊維類

燃
や
さ
な
い
ご
み

燃
や
す
ご
み

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

※
指
定
ご
み
袋
で
出
す

※
指
定
ご
み
袋
で
出
す

※
透
明
ま
た
は
半
透
明
の
45
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
袋
で
出
す

毎
週
木
曜
日

毎
週
火
曜
日・
金
曜
日

10月 11月 12月 1月 2月 3月

10月 11月 12月 1月 2月 3月

☆
年
末
は
12
月
28
日
金
ま
で

　
年
始
は
1
月
4
日
金
か
ら

☆
年
末
は
12
月
28
日
金
ま
で

　
年
始
は
1
月
4
日
金
か
ら

☆
年
始
は
1
月
10
日
木
か
ら

☆
年
始
は
1
月
7
日
月
か
ら

10/  3・17
11/  7・21
12/  5・19
  1/  9・23
  2/  6・20
  3/  6・20

10/  3・17
11/  7・21
12/  5・19
  1/  9・23
  2/  6・20
  3/  6・20

11  
    30

2  
  1

3  
  1

毎
月
第
1・3
水
曜
日

１
月
の
み
第
2・4
水
曜
日

毎
月
第
1・3
水
曜
日

１
月
の
み
第
2・4
水
曜
日

3030

保
存
版
ごみ収集日程表 必ずお住まいの地区名と

収集日をご確認ください。!平成24年10月～平成25年3月
●ごみや資源は収集当日に出してください（午前8時30分まで）。※祝日の場合も収集を行います。
●各集積所の管理は、それぞれの地区でお願いします。　　　　　　　  伊賀南部環境衛生組合業務室   53‐1120㈹

5　2012年（平成 24年）9月 9日日 ★抜き取ってご使用ください。

◎
平
成
25
年
4
月
以
降
の
ご
み
収
集
日
程
表
は
、
3
月
発
行
の
「
広
報
な
ば
り
」
に
掲
載
し
ま
す
。



●中身はサッと水洗いなどして、きれいにして出す。

特大 45ℓ　 大 30ℓ　 中 20ℓ　 小 10ℓ　 特小 5ℓ
  680 円　   450 円　 280 円    130 円　   60 円

指定ごみ袋の価格
（黄色10枚組）

大きさ（ℓ）
金額      指定ごみ袋は取扱店で販売しています

6平成24年10月～平成25年3月分　ごみの分け方・出し方

（土を落として袋に入れて出す。
枝は太さ7cm以下で長さ40cm
以下のもの。1回に 2袋まで）

ぬいぐるみ（袋に入らなけ
れば「粗大ごみ」で出す。）

小さい木製品・木箱、クッション、
まくら、室内用マット（玄関、浴室、台所用など）

紙おむつ （汚物を取
り除いてから袋に入れ
て、口を結んで出す。）

陶器などの食器類・
植木鉢・プランター

板ガラス、コップ、
割れたびん、花びん、
　　　耐熱ガラス

汚れた汚れた紙紙コップ・コップ・
再生できない紙再生できない紙
くずくず

小型電化製品・おもちゃ
（プラスチック製）など

生ごみ
（よく水を切（よく水を切
り、袋に入れり、袋に入れ
て口を結んでて口を結んで
出す。）出す。）枝・木切れ・草・生け花

戸
別
収
集

粗大ごみの収集申込みと粗大ごみに
関するお問い合わせは、伊賀南部粗大
ごみ受付センターへ。受付時間は午前
8時 30 分～午後 5時（土・日曜日、
祝日、12月 29日～ 1月 3日を除く）

自転車、三輪車

ふとん、毛布

家具類

食器洗浄機
換気扇

ふすま、障子

ストーブ
 灯油は抜く

伊賀南部粗大ごみ受付センター
    64‐8700

じゅうたん、ベッドマット

物干しざお、台など
掃除機

●戸別収集の場合、1回の申し込みは5点以内（1点200円、申し込みは伊賀南部粗大ごみ受付センターへ）
●自分でクリーンセンター、中継所へ搬入できます。

インスタント食品
のアルミ製なべ・
アルミホイル

中身が残っていた
り、汚れのある容器
包装プラスチック

プラスチック
製のハンガー

ＣＤ・ＤＶＤ・
ビデオテープなど

電気ポット・
炊飯器（内
釜は「金属
類」へ

※ハンディータイプは
   「燃やさないごみ」へ

ご
注
意
！ 　

ご
み
や
資
源
を
施
設
に
自
己
搬
入
す
る
場
合
は
、必
ず
事
前
に
分
別
し
て
来
て
く
だ
さ
い
。（
分
別
の
で
き
て
い
な
い
場
合
は
受
入
れ
で
き
ま
せ
ん)

●電気炊飯器の内釜、ホットプレートのプレートなどは「金属類（資源）」に出す。
●板ガラスやコップなど破片、針・刃物などは紙に包み「キケン」と表示して出す。

靴やかばん靴やかばん類類

練りわさび・からし・マヨネー
ズ、歯磨きのチューブなど
●汚れの落としにくいもの、中身の
残っているものなどは、[ 燃やす
ごみ ]へお出しください。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

★レジ袋などに入れ、
さらに大きな袋に入
れる「二重袋出し」は
しないでください。

容器類・カップ・パック類
色柄トレイ、弁当容器、
カップ麺容器、卵パック、
発泡スチロール容器、ト
ロ箱、除湿剤容器など

網・ネット・その他
果物・野菜を包んだ
網・ネット類、キャッ
プ、中栓、梱包用クッ
ション材など

チューブ類

ボトル類
シャンプー・洗剤のボトルなど
※ペットボトルは月 1回の資源回収

ポリ袋・ラップ類
お菓子・パンなどのポリ袋、カ
ップ麺などの包装用ラップなど

この
マークが目印
です。

ごみや資源の自己搬入
受付時間　午前8時30分～正午、午後1時～4時30分

搬 入 日

 　53‐1120

受付時間　午前9時～正午、午後1時～4時

月～金曜日（祝日を除く）、第 3日曜日

伊賀南部クリーン
センター（伊賀市奥鹿野）

中継所（下比奈知）
（問い合わせは伊賀南
部クリーンセンターへ）

搬入手数料（10ｋｇごとに120円）が必要となります。ただし、指定ごみ袋に入っ
たごみ、粗大ごみ処理券（1点200円）を貼った粗大ごみ、資源を除く。
枝木類は２ｍ以下、太さ10cm以下にして搬入してください。
家庭からの草木のみ受け入れます。

指定ごみ袋に入った燃やすごみ・燃やさないごみ、粗大ごみ処理券（1点200円）を貼った
粗大ごみおよび資源は搬入できます。
計量ができないので、事業系のごみ（一般廃棄物）、指定ごみ袋に入っていないごみ、粗大
ごみ処理券を貼っていない粗大ごみはクリーンセンターへ搬入してください。

保冷剤、保冷剤、乾燥剤、使
い捨てカイロなどなど

R16
5号

消防署 伊賀市青山支所伊賀市青山支所

すずらん台

下小波田

至津

奥
鹿
野

青山
グラウンド

桐ヶ丘

伊賀神戸駅伊賀神戸駅

青山町駅青山町駅伊賀鉄道 近鉄大
阪線

GS

ホーム
センター

桔梗が丘

至奈良 伊賀神戸駅上小波田

美
旗
駅

R165
号

広域農道

青山
工業団地
青山
工業団地

R422号

県道松阪青山線

案内板

案内板

Δ

Δ

Δ

案内板

（伊賀市奥鹿野1990）
伊賀南部クリーンセンター

青蓮寺ダム青蓮寺ダム

（下比奈知737）（下比奈知737）

つつじが丘

春日丘

つつじが丘

春日丘

市役所

GS

Ｒ165号銀行

中継所

●商店・事業所・工場などから出る事業系廃棄物は、名張市の一般廃棄物収集運搬許可業者に委
託するか、伊賀南部クリーンセンターに自己搬入してください。

燃
や
さ
な
い
ご
み

燃
や
す
ご
み

指
定
ご
み
袋
で
排
出

指
定
ご
み
袋
で
排
出

収集・処理でき収集・処理できないものないもの
●パソコン（自作パソコンを含む）
　…メーカーに回収をお申し込みください。
   パソコン 3R推進協会
　   03‐5282‐7685
●二輪車…「廃棄二輪車取扱店」または「指定
引取窓口」に相談してください。

   二輪車リサイクルコールセンター
　    03‐3598‐8075
●タイヤ、オイル、バッテリー、ドラム缶
　…ガソリンスタンド、カー用品販売店などに
相談してください。

●消火器…販売店に相談するか、次の事業者へ
電話で回収の申込みをしてください。（有料）

　ＨＡＴＳＵＴＡエコサイクルセンター
   0120‐822‐306    
  ヤマトプロテック㈱ 0570‐080‐100
●農機具・農業用資材…販売店に相談してください。
●ガスボンベ…ボンベ側面に表示の販売店に相
談してください。

※この他にも、土砂・瓦・コンクリートなど処
理できないものもあります。詳しくは、伊賀
南部環境衛生組合業務室（ 53‐1120）へ

粗
大
ご
み

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

透
明
か
半
透
明
の
45
リ
ッ
ト
ル

以
下
の
袋
で
排
出　
　
　
　
　

●ごみ袋の口は結んで、片手で持ち上げられる重さにして出してください。

●在宅医療により排出するチューブ類は、「燃やすごみ」で。針は医療機関などで引き取ってもらってください。

クリスタル、



 

平成24年9月9日
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名張市農業委員会
　63‐7665

第47号

7　2012年（平成 24年）9月 9日日

ガ ー ル
このコーナーでは、市内で農業に取
り組む、若き担い手たちを紹介して
いきます。

「わたしは農オタク　さわやかに笑う理系女子」

― 名張で農業を始めたきっかけは
　大学時代は、農学部で植物学を専攻してい
ました。実家は福島県いわき市の非農家でし
たが、環境問題に興味があり、有機農業につ
いて勉強するうちに現場を知りたくなりまし
た。そこで、地元の農業法人に就職すること
にしました。最初は軽い気持ちで研修を受け
ていましたが、農業で食べていくことの厳し
さを実感しました。農園の一部が福島第一原発から 30キロ圏内であったた
め、別の農場を探していたんです。たまたま立ち寄った、東京の農業人フェ
アで三重県の職員さんにつかまって、気がついたら名張に（笑）。
― 今は何を作っているのですか？
　福廣農園で施設野菜を作っています。メインはハウストマトの栽培です。
福廣さんの農業はすごいですよ。とても理論家で実践者です。有機トマトの
ハウスはとてもきれいで有機農業のイメージが変わりました。おいしくて安
全で、そして経営として成り立つ農業を目指さなければならないということ
を学んでいます。トラクターの運転もうまくなりましたよ。
― 将来の夢を教えてください
　農業者を目指す以上、自分の農地、農場を持って経営として成り立つ農業
をやりたいと思っています。福廣農園の有機トマトの作り方もしっかり学ん
で（笑）。
◎ 鯨岡さんに薦原周辺の農地 10～ 20 アールを貸してもいいという人は、   
農業委員会事務局へご連絡ください。

　食の大切さと耕作放棄地対策を考えようと、8月 18 日
に農業研修センターで、農業委員会主催による親子クッキ
ング教室を開催しました。13組 33 人の親子が参加。4人
の女性農業委員が講師となり、地元食材を使った夏野菜カ
レー作りに挑戦しました。　　

名張市

   薦原

一般作業（稲刈含む）

10a当たり
10a当たり
10a当たり
60kg当たり
60kg当たり
60kg当たり

バインダー
コンバイン

稲　刈

はさ掛け
生脱（なまだつ）

乾　燥

籾　摺（もみすり）
 1. 稲刈の作業は、ほ場条件により決定する。
 2. 稲刈は、ひも持ちとする。
 3. もみ、玄米および作業機の輸送費を別途加算する。
 4. 乾燥、籾摺はくず米を含む総重量あたり

（注）

ハーベスタ

10,000円
21,000円
10,000円
500円
1,500円
700円

秋季
農作業

　1　日   8,000円

葛尾地区

★

現地

親子クッキング教室を開催しました。

▲撤去完了後の土地の全景（5月 16日撮影） 
   下流域には、山添村菅生地区の田と集落があります。

注）農作業賃金の協定基準について　　1. オペレーター賃金は時間あたり2,000 円、補助作業賃金は一般作業に準じます。　　2. この賃金・料金はすべて弁当持参　
　　　3. 労働時間は、1日 8時間  　　4. 上記金額には消費税は含まない。　　※目安ですので実施にあっては双方話し合って決めてください。　

地元のお米
、牛肉と

じゃがいも
で

カレーを作
ったよ！

平成24年度秋季農作業賃金の協定基準

鯨鯨
くじらおかくじらおか

岡岡　　恵恵
めぐみめぐみ

さん（薦生）さん（薦生）

　

今
年
２
月
、
葛
尾
地
内
の
耕

作
放
棄
地
に
、
フ
ッ
素
、
ホ
ウ

素
な
ど
を
含
む
土
砂
（
産
業
廃

棄
物
）が
廃
棄
さ
れ
た
問
題
で
、

５
月
10
日
に
搬
入
さ
れ
た
土
の

全
量
撤
去
が
完
了
し
ま
し
た
。

県
や
市
、
農
業
委
員
会
、
下
流

域
と
な
る
山
添
村
職
員
も
立
会

い
、
6
月
7
日
に
は
地
元
住
民

な
ど
が
集
ま
り
撤
去
の
確
認
と

報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
問
題
は
、
耕
作
放
棄
さ

れ
て
い
た
田
を
、
ダ
チ
ョ
ウ
を

■■  

農
地
転
用
の
ゆ
く
え

農
地
転
用
の
ゆ
く
え  <<

  

葛葛く
ず
お

く
ず
お尾尾
地
区
の
耕
作
放
棄
地

地
区
の
耕
作
放
棄
地  >>

飼
育
す
る
農
園
に
造
成
す
る
た

め
農
地
法
第
５
条
の
許
可
申
請

を
し
た
事
業
者
が
、
造
成
の
た

め
に
土
を
搬
入
。
そ
の
中
に
汚

染
さ
れ
た
産
業
廃
棄
物
を
含
む

土
が
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
も

の
で
し
た
。

　

県
の
指
導
に
よ
り
同
事
業
者

は
、
土
の
撤
去
と
地
元
住
民
や

関
係
者
に
陳
謝
し
ま
し
た
。
ま

た
、
同
事
業
者
は
事
業
の
再
開

を
希
望
し
て
い
る
た
め
、
農
業

委
員
会
で
は
、
①
新
た
な
造

成
計
画
の
作
成
、
②
三
重
県
と

の
砂
防
協
議
の
完
了
、
③
山
添

村
４
地
区
へ
の
十
分
な
説
明
を

行
い
、
承
諾
を
得
た
こ
と
を
証

す
る
書
面
の
提
出
を
指
示
し
て

い
ま
す
。
こ
の
３
点
が
完
了
し

た
後
、
当
該
５
条
許
可
の
「
計

画
変
更
承
認
申
請
」
を
提
出
し
、

農
業
委
員
会
が
承
認
を
す
る
ま

で
は
工
事
は
認
め
な
い
方
針
で

す
が
、
今
後
も
山
添
村
や
地
元

と
連
絡
を
と
り
、
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

農

▲葛尾地区は、名張市の北西、薦原地域の端、周囲を奈良県   
   山添村に囲まれた山間地です。
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動
物
愛
護
週
間 

〜
最
期
ま
で
一
緒
〜

次
号
予
告

超ひかりTVで
簡単・安心のデジタルライフを !!

0595-64-7821

10月の相談 は、問い合わせ先電話番号
※開催場所の連絡先とは限りません。

弁護士相談〔10月11日木 午前10時～午後3時〕 
────────────────────
交通事故相談〔10月11日木 午前10時～午後3時〕
─────────────────────────────────
行政相談〔10月11日木 午前10時～午後3時〕
─────────────────────────────────
司法書士相談〔10月11日木 午後1時～4時〕
──────────────────────────
市民・多重債務相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕※申込不要　    　　　
───────────────────────────────────
人権相談〔10月11日木 午前10時～午後3時〕・名張市人権センター　  63‐7909
───────────────────────────────────
介護相談（各地域の「まちの保健室」） ▼名張 　63‐5699　▼蔵持 　63‐6371
▼鴻之台・希央台 　63‐0805　▼すずらん台 　68‐5700　▼梅が丘 　61‐3770
▼薦原 　63‐6400 ▼つつじが丘 　68‐7800　▼比奈知 　68‐1278　
▼美旗 　65‐5800 ▼錦生 　63‐2571　▼百合が丘 　64‐8600　▼赤目 　63‐1381 
　▼箕曲 　63‐1073　▼国津 　69‐1718  ▼桔梗が丘   　65‐1299
───────────────────────────────────                
年金相談〔10月9日火・23日火午前10時～午後2時45分〕・アスピア（南町）  63‐0080
───────────────────────────────────
女性弁護士法律相談〔10月5日金 午前10時～正午　午後1時～3時〕※要予約
──────────────────────────────　　　　　
　   　　　　〔第1・3週  木・金・土曜日 午後2時～7時〕
女性相談　────────────────────
　　　　　　〔第2・4週  水・木・金曜日 午後2時～7時〕
────────────────────────────────
男性のための相談　〔10月11日木 午後7時～9時〕　
─────────────────────────
メンタルヘルス相談※要予約〔10月18日木午前10時～正午・23日火午後1時～5時〕
───────────────────────────────────
若者就労相談　※要予約     〔10月9日火 午後2時～6時〕　　　
（いが若者サポートステーション）────────────────────────────　　                            〔10月23日火 午後2時～6時〕　　             
───────────────────────────────────
職業相談（ハローワークプラザ名張）〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕・ふれあい  63‐0900
───────────────────────────────────
就農相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕※要予約
───────────────────────────────────
女性相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕※DV相談
───────────────────────────────────
家庭児童相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕
───────────────────────────────────
育児相談〔火～土曜日 午前9時30分～午後5時（日・月曜日、祝日は休館）〕
・こども支援センターかがやき（桔梗が丘西3） 　67‐0250
───────────────────────────────────
子ども相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕・ふれあい 相談室  63‐3118
───────────────────────────────────
教育相談（不登校相談）〔平日 午前8時30分～午後5時〕・桜ヶ丘・旧市民会館内 63‐7830
───────────────────────────────────
教育よろず相談（いじめなど）〔平日 午前9時～午後6時〕・名張教育会館みなくる 68‐8802
───────────────────────────────────
青少年悩み相談〔平日 午前9時～午後5時〕・青少年補導センター 63‐7867
───────────────────────────────────
母子家庭相談〔平日（水曜日を除く） 午前10時～午後5時〕・子ども家庭室 63‐7594
───────────────────────────────────
子どもの発達相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕・子ども発達支援センター  62‐1088
───────────────────────────────────
乳幼児健康相談〔10月3日水午前9時30分～11時受付〕・保健センター  63‐6970
───────────────────────────────────
食生活・健康相談〔10月2日火午前9時～11時〕・市役所1階 健康支援室  63‐6970
───────────────────────────────────
こころの健康相談〔10月24日水午後2時～4時〕　・伊賀保健所    　 24‐8076
───────────────────────────────────
がん・難病相談〔10月20日土 午後1時～4時〕　　　・勤労者福祉会館   63‐5515
───────────────────────────────────
在宅医療相談〔平日午前9時～午後5時〕　　　・在宅医療支援センター 48‐7840

・男女共同参画センター
     63‐5336

・男女共同参画センター 63‐7824

・ふれあい相談室 63‐2517

・勤労者福祉会館 63‐7824

・市役所1階総合窓口センター
                 63‐7416 

「秋の合同相談」とし
て実施（要申込）。詳
しくは、下記に記載の
記事をご覧ください。

・農業支援センター 63‐7625 

・ふれあい相談室 63‐2515

広告 広告

「秋の合同相談所」を開設します
　行政相談、弁護士相談、司法書
士相談、行政書士相談、人権相談、
交通事故相談、登記・相続相談、
税務相談、社会保険・年金相談
日時　10 月 11 日木 午前 10 時
～午後 3時　※司法書士相談
は午後 1時～ 4時

場所　市役所 1 階大会議室・相
談室　※人権相談は、名張市

人権センター（希央台 5）
相談時間　相談時間は1人につき
1時間　※弁護士相談は30分、
司法書士相談は45分

申込　9月 20 日木以降に電話で
問い合わせ先へ　※先着順。
相談無料。秘密厳守

 総合窓口センター
    63‐7416

弁護士・司法書士・行政書士などによる相談

対象　市内在住で中学生以上の人　
定員　各日 20人　※最少催行人数 10人
申込　9月 13日木午前 8時 30分から電話
　（63‐7402）で受付開始
　※先着順。受付は、各実施日 10日前まで 
　昼食場所（会議室）を準備します。

 広報対話室　  63‐7402

「とれたて名張交流館」もコースに!
 わたしたちの施設見学会

＜午前＞　こども支援センターかがやき
　→武道交流館いきいき→中央浄化
　センター→とれたて名張交流館
＜午後＞　市庁舎→夏見廃寺
　→看護専門学校
日時　10月3日・17日・31日、
　　　11月7日・14日すべて水曜日　午前9時～午後3時予定

9月13日木
受付開始

▲武道交流館いきいき

▲とれたて名張交流館

115地
域5地域

15 の地域づくり組織で積極的にまちづくりに
取り組む皆さんをリレー形式でご紹介します。

仕掛 け人
しかけにんしかけにん

 地域経営室   63‐7484

まちづくりまちづくり

薦原地域づくり委員会  福田 よし子さん

VOL 2

配食サービス       「こもちゃん」
　薦原の地域ビジョンを作成する
際に行った住民アンケートで、配
食サービスの実施を望む声があ
り、地域づくり委員会として取り
組んでいくことになりました。そこ

で、以前、民生児童委員をしていた私に、地域づくり委員会の人から声
が掛かりました。配食サービスの愛称は、薦原からもじった「こもちゃ
ん」。委員会メンバーからの発案でした。立ち上げ時は、利用者の名簿や
会則など決めていくのも大変でしたが、他地域の配食グループの活動も
参考にさせていただき、昨年 4月よりスタートできました。また、「自
分たちの地域は自分たちで見守ろう！」と地域でボランティアを募集し
た結果、50人もの人が協力してくれることになりました。高齢者への配
食サービスや地域で支え合う必要性を感じてくれている人が多くいらっ
しゃることは、私もとても心強いです。
　高齢者の皆さんに喜んでいただけるよう、自分たちができる家庭の味
を届けるようにしています。地元の山にある季節の葉なども彩りに入れ、
簡単な手紙も添えて配達しています。これは、地域に住んでいる私たち
だからできることだと思います。利用者からは「ありがとう」という言
葉や毎回丁寧なお礼の手紙を下さる人もいて、私たちはやりがいと共に、
地域のつながりを感じています。

地域の協力ボランティアさんは 50人 !
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